
matchingtosampletask.

Ibuka,NりK.Kubota,andE.Iwai.

5thCong.Tnt.Prim.Soc.(1974)

3)Go-signalなしの遅延反応の時の前ilTl那ニューPソ

活動

小嶋祥三 ･久保m規
日本心理学会節38回大会 (1974)

4)遅延反応の未完全学習時における前頭前野ニューT,

ソ活動について

久保田現･小嶋祥三

日本生理学会第51回大会 (1974)

社会研究部門

川村俊放 ･河合雅雄

光 波 ･鈴木 鬼

森 松代 ･足沢l'i成

研 究 招 要

1) ニホソザルの祉余生倍学に関する研究

1. ニホソザルの分和とその変動に関する研究

刀王 滋 ･鈴木 晃･足沢rl成

昨年まで,川村らがおこなった京私 兵印,泣rl,和
歌山,≡盃,岐阜,宮崎のニホソザルの分布の現状につ

いて,一次Yf料の炎抗をおこなった｡

岐阜,宮崎両県と究北地方の両部について,ニホソザ

ルの分布像の形成過程-多く書出也域個体群の窮迫史であ

る-をたどった｡また,千英雄闘犬同研究Elとの協力の

もとにそれに関与した狩抑括弧 森林利用の形態など人

為営力の加わり方を社会経折的･文化的評釈との閑適に

も追究をすすめた｡

2. ニホソザルの社会生悠学-とくに自然群の環境利

用とグルーピソ〆･社会柄造

究 滋 ･足沢貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境で,近

動する群れがしめす生活と社会現象をとらえなおすため

に尾久DJと下北半島西部の地域個体群について継続的な

閃丑をおこなっている｡

3. ニホソザルの個体群と生活の維持に対する森林施

諜その他のhumanimpactの形智の生態学的研究

究 投

ニホソザル個休群の地域柑比 や生活のたてかたに与え
る人為営力の作用を生nR学の文脈においてとらえる.ち

っぱら"白紙"の側の反応を興なる形式あるいは程度で

人為の加わった地域間の比較と同｢地域の時系例的変化

の追跡により把捉しようとする｡下北半rTJの北西部 ･田

西部の2つの地域個体群についての個体群変動の追跡と

岐阜県下の天然林地域と//森林開発クのすすんだ地域の

予h.行的調光をおこなった｡

また平行して,おなじ印fjE変化がニホンザル以外の森

林叩孔動物に与えるより野についてもD,T,瓜 をすすめてい
る｡

4.上侶越IIJJ7-11Mlfのこかソザルの社会Jim?洋rl'.)研究
鈴 水 先

a.杭雪地域への生悠的適応の様式

b.個体群動RRからみたニホンザルの即FLq関係
C.群問関係からみたオスの問題

d.ニホンザルに於ける地域個体群とは何か

5. ニホソザルの地域個体群のありプJ

鈴 木 苑

上記上信越地方以外に房総丘陵及び箱根助川原地方の

ニホンザルの地域個体群のあり方について,共同研究の

対応者として炎同研究をおこなった｡

2) 拓外調丑にDgするもの

1.ゲラ〆ヒヒの社会･生態学的研究

河合雅雄･森 梅代

1973.6-1974.3にエチオt='ァで行なったゲラダヒヒ

の生態学的 ･社会学的研究のまとめ.

2. メソクウ_イ冨井かこおける4車正のサルの社会学的
研究

川村政談 ･池辺邦夫1)

インドネシアのメソクウAイーg'E･島中のシブルットC3に

おいて,インドネシア側研究者3名との共同研究として

シシバナザル,メソタウAイヤセザル,メソタウAイブ

クオザル,コビトテナガザルの4位に関する比較社会学

的研究を行ない,メソクウAイブクオザルを除いて,あ

との3椛はすべて探'族的な小111位で生血し,生息地の大

きさは10-15ヘクタールであることを知った｡

3. 特別部課による海外調査とそのまとめ

鈴 木 晃

a.ウガソダに於ける各位霊長方iの比較生態学的研

究

b.森林地域にすむチンパンジーの社会学的研究

C.ケニヤに於ける各租霊長好iの分布様式の調査と

比較生態学的研究｡特にタナ川に於けるタナ1),:一

･レッドコ｡ブス,タナリ':-･マンガベイの予要言

T.T..ほ丘

d.マダガスカル島に於ける原猿只の予仰調査

アフリカに於ける野外調査を1972年8月より統行

し,凍年度に入り上記の調査をおこなった按,1974

咋6月16日柿国｡以技調査の整理とまとめをおこな

っている｡

3) 野生引tmの陳芯と皿枯淡への被告防除の拡斑的研究

1) 大学院学生

- ll-



川村俊蔵 ･東滋 ･和泉剛2)･伊藤美恵子2)

中村先攻を代表とする上記研究において,ニホソザル

･タヌキ･キツネの研究を行ない,艮林菜との関係およ

び生態学的管理方法の研究を行なった｡またアカネズミ

･ヒメネズミについて同様な研究を行なった｡

紐 脱

1) 河合雅雄 (1974):動物社会における性の役割｡冨

田3.(12).

2)Kawai.M.(1975):PreculturalBehaviorof

theJapaneseMonkey:HominizationundVer･

llalten,soれd.ausKurthundEibl･Eibesfeld,

GustavFischer,Stuttgart.

3) 鈴木 苑 (1974):にんげんとは何か｡にんげん首

料,5(12).'1516-1520.

4)究 泣 (1974):生態 ･自然保護｡霊長琉シl)-

ズ｡臨昧科学｡

5)来 校 (1974):けものからみた森｡林研｡

6)TR 滋 (1975):下北半島のニホンザルーその生
活季節｡四手井網英嗣 もりのけもの (印刷中)｡

論 文

1) 川村政談･村松正敏 ･福田史夫 (1974):1973年秋

における小豆島のニホソザルの現状と問題点｡輔乳

蚊科学 28.29.'125-139.

2)Kawamura.S.(1975):Chap.3,PresentStautus

oftheFaunaandltsConservation.3-1,Mam-

mals.JIBPSynthesis,9:57-61.

3) 鈴木 苑 (1972):房総丘陵のニホソザル｡自然27

(10):96-101.

4)Suzuki,A.(1972):Ontheproblemsofthe

conservationoftheJapanesemonkeyonthe

Bosopeninsula,Japan.こPrimaics13(3):333
-336.

5) 森 梅代 (1974):串良に生息するニホンザル 自然

群におけるコドその遊びの仲間関係｡･人挟学雑誌,

82巻4号｡

報 告 そ の 他

1) 川村俊放 (1974):獣煩からみた大峯山脈｡吉野熊

野国立公園 ･大峯地区学術調査報告か,pp.29-44｡

奈良県｡

2) 山村故放 (1974):菅野旅野国立公国地域の嘱乳杭

について｡菅野偽野国立公国学術調査報告｡pp.49

-56.日本自然保護協会･関西支部 ･資料 N0.5｡

3) 川村俊歳･和泉剛 ･雫石邦去 (1974):東 中国山地

のPAB乳炉に関する調査報告｡東中国山地自然環境調

2)研修員

査報告 pp.67-80｡兵庫県 ･岡山県･鳥取県｡

4)川村俊蔵 ･和泉剛 (1974).･愛知県下の鴨乳杭の分

布に関する予察調査｡尾張バークウェイ建設予定地

域の自然環境調査報告容｡愛知県道路公社｡p.117

+地図17菜｡

5)東滋 ･伊藤徹魯 (1975):神崎川流域の晴乳動物｡

岐阜県環境局｡

6)東滋 ･伊藤徹魯 (1975):板昆谷の嘱乳動物.岐阜

県環境局｡

7)東泣 ･林勝治 (1975)::和良川流域の鵬乳動物.

岐阜県環境局｡

8)東滋はか (1975):ツキノワグマ調査報告 (1974年

度)手稿.岐阜県企画部｡

学 会 発 表

1) ゲラダヒヒの音声伝達と社会関係

河 合 雅 雄

節28回日本人杭学会日本民族学会迎合大会

(1974)

2)77I)カの熱帯林に於ける各位霊長杭の行動域につ
いて

鈴 木 苑

妨19回ブリマーチス研究会 (1975)

3)Social relations and behaviorofgelada

bab∞ns-Studiesofgeladasociety.

Mori,U.,&M.Kawai

5thCong.Int.Prim.Soc.(1974)

4) ゲラダヒヒのOne･maleunitの社会僻造

森 松 代

筋28回日本人析学会日本民族学会迎合大会

(1974)

5)ThePresentSituationofJapaneseMo血eys

andConsiderationofTheirConservation.

S.Kawamura

5thCong.Int.Prim.Soc.(1974)

6) 下北半島におけるカモシカの生息新庄の変動I,下

北半島西南部の場合

末 ･足沢 ･大竹･営木･森 ･和田

日本切乳動物学会 (1975)

変異研究部門

野沢 謙 ･江原昭善 ･和田一雄

西都茄達 ･庄武孝義

研 究 概 要

1) ニホソザルの袋田退伝学的研究

野沢 鎌･庄武孝義
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